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注入療法を週1回,6週 間施行 した.そ の後,尿 細胞
診は陰性化 していたものの1996年11月以降,尿細胞診
の陽性化,血 精液症などを認め2000年までの問に計5
圓の入院を繰 り返 し,その度,膀胱 ランダム生検,前
立腺部尿道生検,前 立腺のTUR生 検,精 嚢生検,両
側分腎尿細胞診を施行 したが,病 理組織学的診断では
明らかな悪性所見はなく,尿細胞診ではclass　III　・一IV

















鹸.　 　 　 ・
　 Fig.1.　Reddish　eroslon　around　the　urethral





られなかった.胸部X線 撮影,胸 腹部CTで は他部位
への転移 を認めなかった.
　膀胱尿道鏡所見:膀 胱内に異常は認め られず,尿 道










100による免疫染色が施行 されたが,い ずれ も陰性で
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　 Fig.2.　a:　 Histopathology　of the　surgical
　 　 　 　 　 specimen　ofthe　glans　hows　carcinoma　in
　 　 　 　 　 situ　(HE　stain,　×50).　b:Histopa-
　 　 　 　 　 thology　of　the　surgical　specimen　of　the
　 　 　 　 　 urcthra　also　shows　carcinoma　insitu(HE

























て,原 発巣が,1乳 頭状癌,2多 発癌,3膀 胱頸部,
前立腺部尿道,前 立腺内の癌細胞の存在の3点 を挙げ
ている4)また,こ の3点 に加えて,CISの存在 を危
険因子とする報告 も多 く見 られ2'5'6,7),自験例 におい
ても尿道再発の危険因子を有 していた.





比べて有意 に尿 道再発 が少 なかった と報告 してい










上に,本来,移 行上皮の存在 しない尿道舟状窩 と亀頭
部にCISが確認 されてお り,同 じ発癌環境から発生す
ると考える"field　effect"説では 明がつ きにくい　一










　予後 に関 し,Saikaらは表在性 膀胱癌 に対 す る
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